
 

ここ最近は、セミの鳴き声を聞きながら空をスイ 
ーッと飛ぶ赤トンボを見る不思議な日々を過ごして 
います。夏から秋への境界線が見え隠れしているこ 
の時期もなかなか良いものですね。秋の夜長のお供 
を探しに涼しい季節も図書館へ是非お越し下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

大勢の子供たちへの読み聞かせのために 

作られたものですが、北広島町図書館では 

一般の利用者さんにも貸出をしています。 

『ノラネコぐんだん パンこうじょう』 

『もりのおふろ』などは普通のサイズの絵 

本も人気ですが、ビッグブックで読み聞か 

せると、家族みんなで楽しめてちょっとし 

たイベント感が味わえます。 

また同じように「紙芝 

居」も貸出しています。 

昔話や子どもたちが大 

好きなアンパンマンや 

トーマスの紙芝居もあります。珍しいものと 

しては高齢者向け紙芝居として「愛染かつら」 

「曽根崎心中」といったものもあります。 

雰囲気を盛り上げるアイテムとして、木製の 

紙芝居枠も貸出しております。 
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■『緋弾のアリア ３１』      赤松 中学/著 
■『キノの旅 ２２』       時雨沢 恵一/著 
■『しずかな魔女』        市川 朔久子/作 
 

■『職員室
しょくいんしつ

の日曜日
に ち よ う び

 図書
と し ょ

魔女
ま じ ょ

ちゃんとバクちゃん』 

                 村上
むらかみ

 しいこ/作
さく

 

■『本棚から読む平成史』 
        岡ノ谷 一夫/著 
■『おしゃべりながんの図鑑』 
        小倉 加奈子/著 
■『なにしろ、親のごはんが気に 
なるもので。』   金子 文恵/著 
■『ナチュラルおそうじ大全』 
        本橋 ひろえ/著 
■『養蜂大全』  松本 文男/著 
■『いつも家にある調味料で食べ 
飽きないおかず』 本田 明子/著 
■『シルバー川柳 大安吉日編』 
    みやぎシルバー ネット/編 
■『ゴリラの森、言葉の海』     山極 寿一/著 
■『その子の「普通」は普通じゃない』富井 真紀/著 
■『腰痛を１分で治す』       内田 輝和/著 
■『宮本常一 ―伝書鳩のように―』 宮本 常一/著 
■『認知症予防におすすめ図書館利用術３』 
                  結城 俊也/著 
■『ブラタモリ １７』ＮＨＫ「ﾌﾞﾗﾀﾓﾘ」制作班/監修 
■『ドキュメント豪雨災害』     谷山 宏典/著 
■『リアルサイズ古生物図鑑 中生代編』土屋 健/著 
■『マリネの法則』         川上 文代/著 
■『ｅスポーツのすべてがわかる本』 黒川 文雄/著 
■『世界の人と楽しむ折り紙』   山梨 明子/編著 
■『たのしく防災！はじめてのｷｬﾝﾌﾟ』 寒川 一/講師 
■『自公政権とは何か』       中北 浩爾/著 
■『構築された仏教思想〔６〕妙好人』       
■『まど・みちおという詩人の正体』 大橋 政人/著 

■『ころべばいいのに』 

     ヨシタケ シンスケ/作
さく

 

■『ぼくはなきました』 

         石井
い し い

 聖
きよ

岳
たか

/え 

■『いちはちじゅうのもぉくも 

く』      長野
な が の

 ヒデ子
こ

/え 

■『本
ほん

の声
こえ

を聞
き

きました』 

        ささき みお/絵
え

 

■『たべたらうんち！』     
■『そらまめくんこんにちは』  なかや みわ/さく 

■『夏
なつ

とおとうとと』      ふくだ いわお/作
さく

 

■『彼女たちの場合は』江國 香織/著 
■『刑事の慟哭』   下村 敦史/著 
■『渦』      大島 真寿美/著 
■『てんげんつう』   畠中 恵/著 
■『いるいないみらい』 窪 美澄/著 
■『さよならの儀式』宮部 みゆき/著 
■『生のみ生のままで 上･下』 
           綿矢 りさ/著 
■『ひかりの魔女〔２〕』 
           山本 甲士/著 
■『今昔百鬼拾遺 河童』 
           京極 夏彦/著 
■『クジラアタマの王様』     伊坂 幸太郎/著 
■『もういちどベートーヴェン』   中山 七里/著 

文筆家や学者の死に様を紹介した

本です。太宰治のように死に方も含め

て有名な人もいますが、著名人でもど

のように亡くなったのか知らないこ

とのほうが多く「この人はこのような

最期をとげたのか」と驚かされます。 

個人的には永井荷風の最期に衝撃

を受けました。 

 

 

■『ちっちゃいこえ』アーサー･ビナード/脚本
きゃくほん

 

『希望の糸』 
講談社 

東野 圭吾/著 『人生は美しい 
ことだけ憶えて 
いればいい』 
ＰＨＰ研究所 

佐藤 愛子/著 

『イワシ』 
むれでいきるさかな 

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

大片
おおかた

 忠
ただ

明
あき

/さく 


